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図1地震動の頻度と損傷確率

話は少しそれるが図2を比較のため参照されたい.この場合は地震動の代わりに横軸は津波の高さ,縦軸は
津波により事故が起きる確率を表したもので，福島第一原発を思い浮かべると,基準の津波の高さは5.5mとな
る･図1との違いは曲線Aの立ち上がりの急なことで,基準を超える,つまり防潮堤を津波が越えると,直ちに損
傷が起きることを示している.地震動と津波の違いは,津波には裕度がまったく設けられていなかったことにあ
る･エ業製品では,重要度に応じて,すべての部品に安全係数をかけて作るのが常識であるが,福島第一原発
の場合，地震動には安全係数がたっぷりかけられていたが,津波に対してはまったく考慮されなかったことにな
る．事故の原因を想定外の津波に帰する主張もあるが,福島第一原発の現状は,初めから安全設計の思想を
満たしていなかったことになる.ちなみに曲線Aの勾配をできるだけ緩やかになるように設計することが,安全設
計のために重要と言われている
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図2津波による原発の損傷確率

4.基準地震動についての疑問
原発の耐震設計では裕度を大きくとっているため,例え基準地震動を越える強震に見舞われたとしても,原子
炉の重大な損傷はこれまでに起きていない.そのことは各電力会社が後から行う耐震に関するパｯｸﾁｴｯｸ，
崩鳶両蚤測礪関示符諏口天手垂ﾉｸと呼I詞,る検証礎菫蘇きれてl)る礪子璽窒舍呈遅安瞳型g処し
赤臓ぶぎf緯簡で4回も基準を王回ると鰯事態狂う讓価すさき交通るうか基準埋霞動璽策定右塗な，
基準地震動の超過確率の計算のいずれか,もしくは両方に誤りがあると考えるのが自然であろう.10年間で4回
というのは,地質学的時間スケールの中では偶然起きうるかもしれないが,今回たまたまそうなったとは考え難

い表1は現在の発電用原子炉の基準地震動の一覧である.我が国では1980年代終わりに気象庁が87型電磁
式強震計の展開を始めたのを皮切りに,1995年の兵庫県南部地震の後には,K-NET,KiK-net,気象庁や自治
体の計測震度計の観測網など,高密度のディジタル強震観測網が展開されて来た.1993年の釧路沖地震
(Mj7.5)では釧路地方気象台で900galを,1995年の兵庫県南部地震(Mj7.3)では神戸海洋気象台で800galを越
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える強震動が観測されたのを皮切りに,続々 と500galを越える強震動が観測されている.表1の値とそれら観測
された強震動を比較すると,解放基盤上と地表という観測条件の違いはあるにせよ,基準地震動の値が1万年
に1回以下の頻度でしか観測されない希な値とは筆者には思えない.鐘実際の超過確率はせいぜい1000年から
100年に1回程度でしかないと思われる.超過確率の推定が10倍から100倍の誤差を持つとすると,ハザード曲
線と確率論的安全評価に無視できない影響を与えるはずである.原子炉の炉心損傷事故の発生確率を,1万年
に1回以下に抑えるという原発の総合的な安全基準への影響は,まぬがれないのではなかろうか．

表1各原発の基準地震動一覧

原子力発電所(電力会社）
基準地震動Ss
単位(gal)

泊(北海道電力） 550

東通(東北電力） 450

女川(東北電力） 580

福島第一(東京電力） 600

福島第二(東京電力） 600

東海第2(日本原子力発電） 600

柏崎刈羽1～4号機(東京電力） 2300

柏崎刈羽5～7号機(東京電力） 1209

浜岡(中部電力） 800

志賀(北陸電力） 600

敦賀(日本原子力発電） 800

美浜(関西電力） 750

高浜(関西電力） 550

大飯(関西電力） 700

島根(中国電力） 600

伊方(四国電力） 570

玄海(九州電力） 540

川内(九州電力） 540

原発関係の各種調査報告書には,学会員の論文が多々 引用されているが,特に理学関係の論文は,引用さ
れていることすらご存知ない学会員も多い.地震学以外の分野で論文がどのように利用されているか,少しは
関心を払うことが望ましいと思う.基準地震動の策定には,地震学の知見が多々 動員されている以上,基準地
震動の策定に関わった方々 には,学会員に対しては勿論のこと,一般社会に対しても上記の素朴な疑問につい
ての説明責任があると考える次第である．
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